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面的な渋滞長 面的な平均旅行速度

「1人ひとりの少しの工夫で渋滞をなくそう」 

わった〜バス大実験プロジェクト 
内閣府沖縄総合事務局開発建設部道路建設課 

沖縄県企画部交通政策課 一般社団法人沖縄しまたて協会 

一般財団法人計量計画研究所 株式会社中央建設コンサルタント 

１．背景・目的 

２．都市圏の道路・公共交通の利用実態 

４．わった～バス大実験の取組み効果 

１）主要路線の渋滞長の変化 

◆沖縄県では、自動車による渋滞対策が喫緊の課題 

○那覇市の平均旅行速度は全国ワースト、年々渋滞が悪化する傾向 
○沖縄県の旅客輸送の手段分担率 自動車：90%、乗合バス：3% 
 ⇒沖縄県は、全国的にみても 自動車に偏った交通体系 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○沖縄総合事務局では、｢沖縄の新たな交通環境創造会議｣を開催 
 ⇒早期実現課題として｢県民意識への効果的な働きかけ｣を掲げた 
 
 
 

 公共交通機関、自転車、徒歩、あいのり等によるノーマイカー 
 通勤、又は時差出勤で「かしこく道路を利用」することにより、   
 通勤時の「渋滞を緩和」を図る「わった〜バス大実験」を実施 
 
 
 
 
 
 
○都心部に向かう主要な幹線道路は7時台を中心に速度低下生じ、 
 最大でオフピーク時の約３倍 
○ピーク時間は短く、30分程度ずれる 
 だけで所要時間遅れは大幅に緩和 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○沖縄県のバス輸送人員は、昭和60年以降30年間で約3分の1に減少 
○沖縄県民に対して実施した、バスの利用頻度の調査において、 
県民の約3分の2はバスをほとんど利用しないことを確認 

 ⇒バス利用しない人は｢バス停認知度｣、｢行き先認知度｣等が低い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）面的な道路交通状況の変化 

３）実験参加者の継続希望 

４）実験中の取組み手段別所要時間変化 

○公共交通利用等のノーマイカー 
 通勤や時差出勤に取り組む 
 ｢わった〜バス大実験｣を実施 
○｢1割の協力（10人に1人、10日 
 に1日）で渋滞は緩和｣を合言葉 
 に、延べ160社 1,917人が参加 

５．まとめと今後の展望 
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沖縄県の交通手段分担率

出典：旅客地域流動調査（H21）
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幹線道路の昼間の平均旅行速度

データ：民間プローブデータ

１）沖縄中南部都市圏の道路交通の実態 
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データ：民間プローブデータ（2016年7月 平日） 

［分］ 

伊佐～久茂地間の所要時間 
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ほとんど利用しない
65.1%

週に2日
以上

沖縄県民のバス利用頻度

沖縄県のバス輸送人員の推移

出典） 輸送人員：運輸要覧（沖縄総合事務局） 沖縄県民のバス利用頻度：webアンケート（H29年度）

２）沖縄県におけるバス利用の実態 

３．わった～バス大実験の概要 

実験時の代替交通手段別取組み人数 
［台］ 

取
組
み
人
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出典）わった～バス大実験 
    アンケート調査 

○主要幹線道路でピーク時交通量が1〜2割減少、伴って渋滞長減少 
 ⇒ 国道58号：約10%の減少  国道330号：約45%の減少 
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 渋滞長の変化 
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データ）民間プローブ 

実験前：2017.9.7～9.15 
    の平日 
実験中：2017.9.16～9.26 
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433名
28%

467名
31%
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412名
27%

N：1,527
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○主要幹線だけでなく、都市圏における面的な渋滞緩和傾向を確認 

○約６割の参加者が公共交通 
 利用等のノーマイカー通勤 
 や時差出勤の継続に前向き 
 な意向 

○時差出勤は時間短縮傾向 

○路線バス等の公共交通は 
 時間増加傾向 

○所要時間が長くなっても 
 公共交通の継続的な利用 
 を希望する人も存在 
 

○県民意識への効果的な働きかけ｣ として実施した｢わった〜バス大
実験｣に多くの企業が参加し、渋滞を緩和する取組みを実施した 

○ビッグデータを活用し、実験終了後短期間で対策効果を発表した 
○過半数の参加者が、実験で実施した取組みの継続に前向きな意向
を持っており、今後更なる働きかけを実施 

◆那覇市及び周辺市町の 
 （浦添市、豊見城市、南風原町、西原町） 

 渋滞長、旅行速度変化 
 
データ）民間プローブ 

実験前：2017.9.7～9.15 
    の平日 
実験中：2017.9.16～9.26 
    の平日 

国道に限らず、他道
路でも渋滞長が減少 

一般道の平均旅行速度が
約1km/h（約5%）改善 


